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2 面
■ 区民相談室のご利用を
■ もうすぐ1 年生

お母さんこんな準備を
3 面

■ この1年にできたおもな施設　　　　　　
4 面

■ 区立学校数104 に、ほか

52年度予算案
総額778 億 7, 200 万円
前年比31. 7% 増の積極予算

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
活
用
し

五
本
柱
の
実
現
に
努
力

昭
和
五
十
二
年
度
足
立
区
予
算
案
が
こ
の
は
ど
ま
と
ま
り
、
い
ま
開
催
さ
れ
て
い
る
定
例
区
議

会
で

。
皆
ぴ
ん
の
代
表
が
慎
重
に
審
議
し
て
い
ま
す
。
こ
の
予
算
案
は
明
る
く
住
み
よ
い
足
立
を

目
指
し
て
編
成
さ
れ
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
大
き
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
一
般
会
計
六
百
五

ナ

ー億
六
千
六
百
万
円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
百
二
十
四
億
五
百
万
円
、
用
地
特
別
会
計
二

偐
百
万
円
。総
額
七
百
七
十
(
億
七
千
二
百
万
円
、
前
年
比
三
十
一
・
七
%
増
の
積
極
予
算
で
す
。

で
は

、
予
算
案
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
度
予
算
案
を
編
成

す
る
に
あ
た
っ
て
は

、
厳
し
い
内
部

努
力
を
す
す
め
、
積
極
的
に
財
源
の

拡
大
を
は
か
り
。
特
に
「
公
共
施
設

の
建
設
≒
福
祉
施
策
の
充
実
」「
青
少

年
の
非
行
化
防
止
」
に
重
点
を
お
き

編
成
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
区
政
の
五
本
柱
で
あ
る

「
生
活
環
境
の
整
擔
ご「
青
少
年
の
健

全
育
成
≒
社
会
福
祉
の
充
実
≒
大
震

火
災
対
策
」
「
公
害
防
止
と
緑
化
推

進
」
の
実
現
に
努
力
し
ま
す
。

生
活

環
境
の
整
備

四
十
八
億
一
千
百
万
円

激
し
い
人
口
と
産
業
の
集
中
で
私

た
ち
の
周
囲
か
ら
住
み
艮
さ
が
失
な

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
の
対
策
に
、

次
の
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。

ま
ず
浸
水
対
策
と
し
て
は
。
公
共

溝
渠
の
新
設
改
良
。
公
共
下
水
道
の

整
備
。
水
門
を
改
修
す
る
ほ
か
、排

水
場
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

区
民
の
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
場
、
公

園
は
五
か
所
二
万
三
千
平
方
㍍
を
造

成
し
ま
す
。
農
業
用
水
と
し
て
の
使

命
を
終
え
た
葛
西
用
水
は
。将
来
の

水
と
緑
の
散
歩
道
を
目
指
し
て
、ま

ず
魚
の
住
め
る
よ
う
に
浄
化
し
ま

す
。
水
に
親
し
む
場
所
と
し
て
の
、

区
の
名
所
づ
く
り
第
一
歩
で
す
。

交
通
安
全
対
策
と
し
て
は
、
五
千
㍍

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し
、
歩

行
者
の
安
全
を
守
り
ま
す
。
大
師
前

駅
付
近
に
は
五
百
苣
収
容
の
自
転
車

置
場
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
区
内

一
周
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
の
設
置

準
備
を
手
が
け
ま
す
。

竹
の
塚
駅
西
口
に
は
足
立
保
健
所

を
移
転
し
、
成
人
病
ド
・
ク
を
設
け

て
鉄
筋
二
階
建
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に

し
ま
す
。

総合体育館・ 保健センター・
竹の塚センタ ーなど を建設へ

葛西用水 は魚が住めるよう 浄化

青
少
年
の
健
全
育
成

百
五
億
五
千
九
百
万
円

近
ご
ろ
青
少
年
の
非
行
が
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。昨
年
、区
で
初
め
て

実
施
し
た
区
長
移
動
応
接
室
の
テ
ー

マ
と
し
た
の
も
こ
の
た
め
で
す
。
町

ぐ
る
み
。
地
域
ぐ
る
み
で
取
組
も
う

と
い
う
皆
さ
ん
の
声
に
こ
た
え
て
、

い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
講
じ
ま
し
气
　

か
ね
て
皆
さ
ん
か
ら
御
要
望
の
多

い
総
合
体
育
館
の
瞋
設
は
、
い
よ
い

よ
五
十
二
年
度
着
工
し
ま
す
。
総
工

費
二
十
一
億
四
千
二
百
万
円
で
。
保

木
間
町
に
五
十
四
年
二
月
完
成
の
予

定
で
す

。完
成
す
る
と
、
体
育
室
・

柔
道
・
剣
道
・
ア
ス
レ
チ
ヴ
ク
ル
ー

ム
な
ど
の
設
備
を
完
備
し
た
も
の
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
竹
の
塚
に
常
時
使
え
る
温

水
プ
ー
ル
が
五
十
三
年
三
月
に
幼
児

用
・
競
泳
用
と
も
出
来
上
り
ま
す
。

児
童
・
生
徒
が
急
激
に
増
え
て
い

る
足
立
区
は
。
す
で
に
都
内
で
一
番

小
・
中
学
校
の
多
い
区
で
す
が
、
さ

ら
に
小
学
校
一
、
中
学
校
二
校
を
新

設
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
収
容
能
力
の

増
大
を
要
望
さ
れ
て
い
た
山
中
湖
林

間
学
園
も
増
築
し
て
。
定
員
四
百
人

と
し
ま
す
。

身
障
の
方
に
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

社
会
福
祉
の
充
実

百
五
十
八
億
八
千
四
百
万
円

扶
助
費
か
予
算
の
二
十
四
・
七
%

、

百
六
十
億
九
千
五
百
万
円
と
二
十
三

区
随
一
の
巨
額
と
な
っ
て
い
る
足
立

区
は
。
社
会
福
祉
の
充
実
に
最
も
重

点
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

急
に
お
金
が
必
要
に
な
っ
た
方
に

貸
出
し
す
る
応
急
小
口
賢
金
は
、
限

度
額
を
七
万
円
ま
で
と
し
、
貸
出
し

世
帯
数
も
増
や
し
ま
す
。
ま
た
、
生

業
資
金
は
限
度
額
庖
(
十
万
円
に
引

上
げ
ま
す
。

身
体
障
害
者
の
方
が
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
た
い
と
き
、
指
定
場
所
ま
で

迎
え
に
行
く
な
ど
、
個
人
タ
ク
シ
ー

と
協
力
し
て
、
便
利
で
安
全
に
利
用

で
き
る
よ
う
補
助
を
し
ま
す
。
延
べ

五
千
二
百
人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

寝
た
き
り
老
人
の
お
い
で
に
な
る

ご
家
庭
で
は
、
こ
れ
ま
で
用
事
か
あ

っ
て
も
外
出
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
。
足
立
新
生
苑
と
協
力
し
て
。
一

週
間
を
限
度
に
一
時
保
護
す
る
制
度

も
発
足
し
ま
す
。

保
育
関
係
で
は
間
食
代
を
増
額
す

る
ほ
か
。
障
害
児
保
育
・
特
例
保
育

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

お
年
寄
り
に
は
。
老
人
館
を
六
館

建
設
す
る
ほ
か
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
建
設
に
着
手
し
。
動
労
意
欲
を

も
つ
お
年
寄
り
に
、
働
く
機
会
の
確

保
を
め
ざ
す
高
齢
者
事
業
団
の
設
立

凖
備
に
入
り
ま
す
。

図
書
館
・
社
会
教
育
館
・
心
身
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
併
設
す

る
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
は
。
五
十
四
年

四
月
開
設
予
定
で
す
。

な
お
、
難
病
患
者
福
祉
手
当
も
、

三
病
種
対
象
を
増
や
し
。
十
九
病
種

に
し
ま
す
。

お年寄りが楽しめる老人館を6 館建設

上
は

、
5

4
年

2
月

完
成

予
定

の
総

合
体

育
館

下
は

、
健

康
は

み
ん

な
の

願
い

―
保

健
セ

ン
タ

ー
の

建
設

避
難
道
路
ま
で
の
危
険
度
調
査
を

大
震
火
災
対
策

一
億
円

い
つ
く
る
か
予
測
で
き
ず
、
ひ
と

た
び
お
そ
わ
れ
る
と
大
変
な
被
害
の

予
想
さ
れ
る
大
震
火
災
対
策
も
、
重

要
な
仕
事
で
す
。

千
住
の
区
役
所
庁
舎
の
ほ
か
に
堤

北
地
区
に
も
災
害
対
策
本
部
を
、
と

い
う
こ
と
で
、
教
育
セ
ン
タ
ー
を
第

二
災
害
対
策
本
部
と
す
る
た
め
、必

要
な
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、都
で
は
、避
難
道
路
か
ら
広

域
避
難
場
所
ま
で
の
危
険
度
調
査
を

し
ま
し
た
の
で
。区
で
は
こ
れ
に
対

応
し
、
ご
家
庭
か
ら
避
難
道
路
ま
で

の
危
険
度
な
ど
の
調
査
を
し
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
場
合

な
ん
と
い
っ
て
も
、
ま
す
必
要
な
身

近
か
な
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
防
災

市
民
組
織
に
は
。
助
成
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
必
要
な
水
を
貯
え
る
防

災
用
貯
水
槽
を
三
か
所
増
設
す
る
ほ

か
、
飲
料
水
用
の
ろ
過
機
も
購
入
し

ま
す
。

公
害
防
止
と

緑
化
推
進

七
億
六
百
万
円

公
害
防
止
は
生
活
の
基
本
で
す
。

そ
こ
で
、
大
気
の
汚
れ
を
調
査
す
る

大
気
汚
染
監
視
室
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
河
川
の
浄
化
、
健
康
被
害
補
償

に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
生
活

に
う
る
お
い
を
も
た
ら
す
緑
化
推
進

は
、
私
た
ち
の
努
め
で
す
。
こ
の
た

め
。
こ
れ
ま
で
の
結
婚
記
念
樹
に
加

え
。
お
子
さ
ん
の
誕
生
記
念
の
植
樹

を
始
め
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
桜
を
区
内
の
各
所
に

植
え
て
、
か
っ
て
の
桜
の
名
所
足
立

区
の
復
活
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
他

皆
さ
ん
と
区
を
結
ぷ
広
報
・
広
聴

を
充
実
し
ま
す
。
現
在
二
頁
の
「
区

の
お
知
ら
せ
」
を
隔
号
四
頁
に
。
目

の
不
自
由
な
方
の
「
声
の
お
知
ら
せ
」

は
。対
象
を
二
百
人
に
増
や
し
ま
す

。

「
お
知
ら
せ
」
に
掲
載
し
好
評
だ
っ

た
「
日
光
街
道
を
訪
ね
て
」
を
一
冊

の
本
に
し
。
区
長
移
動
応
接
室
は
、

も
っ
と
地
域
に
密
肴
し
た
方
法
で
実

施
し
ま
す
。
古
老
な
と
か
ら
伝
説
や

発
展
の
秘
話
を
聞
い
て
。
区
史
の
裏

話
な
ど
も
ま
と
め
ま
す
。

好
評
の
区
民
農
園
を
二
か
所
増
設

し
、
踊
り
を
中
心
と
し
た
区
民
納
涼

大
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

(
十
万
円
を
限
度
と
す
る
住
宅
修

繕
資
金
貸
付
制
度
も
発
足
し
ま
す
。

戸
籍
関
係
で
は
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

を
導
入
し
て
。
千
住
・
梅
島
庁
舎
ど

ち
ら
で
も
必
要
な
書
類
を
受
取
れ
る

よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
。

二
十
三
区
初
め
て
の
区
独
自
の
保
養

所
を
伊
豆
高
原
に
建
設
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

六
〇
五
-
七
一
〇
一

○
茶
道
教
室
会
員
募
集
上

二
月
二

十
五
日
(
金
)
午
前
九
時
…
…
定
員

二
十
名

○
生
花
教
室
会
員
募
集

上
二
月
二
十
五
日
(
金
)
午
前
九

時
・
=定
員
三
十
名

○
書
道
教
室

会
貝
募
集
-
三
月
二
十
五
日
(
金
)

午
前
九
時
・
=初
心
者
対
象
、
定
員

六
十
名

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
八
九
-
四
六
六
一

○
紙
芝
居
と
お
話
の
集
い
上

二
月

二
十
三
日
・
三
十
日
(
水
)
午
後

二
時

○
老
人
踊
り
教
室
一
三
月

二
十
六
日
(
土
)
午
後
一
時

○
子
ど
も
映
画
会
-
三
月
二
十
六

日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

○
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
上

二
月
二
十

六
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

○
春
休
み
子
ど
も
の
集
い
I
三
月

二
十
七
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
九
七
-
五
〇
一
六

O
老
人
民
謡
教
室
-
三
月
二
十
二

日
(

火
)
午
後
一
時
三
十
分

O
老
人
生
花
教
室
-
三
月
二
十
六

日
(

土
)
午
前
十
一
時

○
子
ど

も
映
画
会
上

二
月
二
十
六
日
(
土
)

午
後
二
時
三
十
分

○
新
入
学
お

甕
T

三
月
二
十
七
日
(
日
)
午

後
二
時
O

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ー

三
月
三
十
日
(
水
)
午
後
三
時

O
み
ん
な
で
う
た
お
う
I
四
月
二

日
(
古

午
後
二
時

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
八
二
-
二
七
六
五

O
老
人
生
花
教
室
会
員
募
集
上
二

月
二
十
二
日
(
火
)
午
前
十
時
・・・

定
貝
四
十
名
O

老
人
習
字
会
1

三
月
二
十
五
日
(
金
)
午
後
一
時

三
十
分

○
工
作
の
っ
と
い
I
三

月
二
十
六
日
(
土
)
午
後
二
時

◎
子
ど
も
映
画
会
-
三
月
二
十
七

日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

◎
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ー
三
月
二
十

七
日
(
日
)
午
後
三
時

□
西
伊
興
児
童
館八

九
七
-
六
九
四
八

◎
卓
球
教
室
上
二
月
二
十
七
日
　

(
日
)
午
後
三
時

□
本
木
東
児
童
館

八
四
九
-
三
〇
〇
五

◎
人
形
劇
上
二
月
二
十
六
日
(
土
)

午
後
二
時

○
子
ど
も
映
画
会
-

三
月
三
十
日
(
水
)
午
後
二
時

◎
紙
芝
居
-
毎
週
火
瑚
日
午
後
三

時
三
十
分

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館

八
八
二
-
一
二
一
八

◎
老
人
茶
道
教
室
会
員
募
集
-
三

月
二
十
四
日
(
木
)
午
前
九
時
・・・

定
員
二
十
名
O

紙
芝
居
恚
二
月

二
十
四
日

采
)

午
後
二
時

◎
老
人
将
棋
大
会
-
三
月
二
十
六

日
(
土
)
午
前
十
時
三
十
分
…
定

員
三
十
名
、申
込
み
は
二
十
二
日

(
火
)
か
ら
O

子
ど
も
映
画
会
-

三
月
二
十
六
日
(
土
)
午
後
二
時

□
い
り
や
児
童
館
・
老
人
館

八
五
五
-
一
〇
五
〇

◎
老
人
華
道
教
室
-
三
月
二
十
二

日
(
火
)
午
前
十
時

○
老
人
詩

吟
ク
ラ
ブ
ー
三
月
二
十
二
日
(
火
)

午
後
一
時

○
音
楽
教
室
よ
一
月

二
十
三
日
(
水
)
午
後
二
時

◎
老
人
手
芸
ク
ラ
ブ
上
二
月
二
十

四
日

采
)

午
前
十
時

○
卓
球

教
室
-
三
月
二
十
六
日
(
土
)
午

後
二
時

○
竹
の
動
物
を
つ
く
ろ

う
一

三
月
三
十
日
(
水
)
午
後
二

時□
教
育
セ
ン
タ
ー

八
五
〇
-
八
八
〇
一

○
読
書
室
を
開
設
上
二
月
二
十
六

日
(
古
?
四
月
六
日
(
水
)
午

前
九
時
?
午
後
四
時
三
十
分
(
た

だ
し
、日
曜
日
は
除
き
ま
す
。土

曜
日
は
正
午
ま
で
)
=
・
対
象
-
幼

児
・
小
学
生

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

八
五
〇
-
ニ
六
一
七

◎
ギ
タ
ー
教
室
会
員
募
集
-
三
月

二
十
三
日
(
水
)
午
前
九
時
=
・
定

員
三
十
名
、対
象
1
小
学
一
(
年
生

?
中
学
生
O

親
子
コ
ー
ラ
ス
ー

三
月
二
十
四
日
(
木
)
午
後
三
時
O

老
人
民
謡
教
室
-
三
月
二
十
四

日
(
木
)
午
後
二
時
O

老
人
芸

能
大
会
-

三
月
二
十
六
日
(
土
)

午
後
二
時
O

み
ん
な
で
歌
お
う

日
本
の
歌
-
三
月
二
十
七
日
(
日
)

午
後
二
時
O

子
ど
も
将
棋
大
会

上
二
月
三
十
日
(
水
)
午
後
一
時

三
十
分

○
子
ど
も
会
議
-
四
月

五
日
(
火
)
午
後
二
時

□
第
十
二
出
張
所九

一
三
-
○
四
六
〇

◎
子
ど
も
幻
灯
会
上
二
月
二
十
六

日
(
ヱ
)
午
後
二
時
・・
二

わ
に
ざ

め
と
白
う
さ
き

」
ほ
か

〔
材
料
費
の
明
記
し
て
い
な
い
教

室
は
無
料
で
す
〕

<
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、

麌
接
各
絢
穀
の
I
務
寢
へ
)

■ 区役所(教育委員会を含む) 882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011



昭 和52 年3 月20 日区 の お 知 ら せ ( 2)

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

区

民

相

談

室

名
種
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す

知
っ
て
い
れ
ば
簡
単
に
解
決
で
き
た
事
柄
で
も
、
知
ら
な
い
た

め
に
悩
ん
だ
り
、苦
し
ん
だ
り
し
て
い
る
人
や
、
ま
た
日
常
生
活

上
の
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
こ
で
区
で
は
、

皆
さ
ん
の
相
談
相
手
と
し
て
。
区
民
相
談
室
を
設
け
て
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。探
刻
に
お
悩
み
の
前
に
}
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行

政

相

談

役
所
の
仕
事
で
「て
き
ぱ
き
や
っ

て
も
ら
え
な
い
」
「不
餽
切
な
扱
い

を
受
け
た

1
。-
。「
乙
う
し
て
欲
し
い

」

な
ど
、役
所
に
対
す
る
苦
情
や
相
談
、

意
見
な
ど
を
申
出
て
も
、
納
得
が
い

く
よ
・つ
な
返
事
が
も
ら
え
な
い

。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
お
気
軽
に
お

近
く
の
行
政
相
談
員
か
区
の
相
談
室

へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。

お
申
出
は

、
直
接
お
い
で
に
な
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
が
、
簡
単

な
も
の
な
ら
、
手
紙
や
一
話
で
も
紬

構
で
す
。

ド

行
政
相
談
は
、
区
役
所
の
行
な
う

仕
事
は
も
と
よ
り
、国
の
行
政
機
関

の
行
な
う
仕
事
、公
社
・
公
団
・
事

業
団
な
ど
の
よ
う
に
、国
か
ら
特
別

の
監
督
を
受
け
て
い
る
法
人
の
仕
事

に
つ
い
て
も
、相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

法
律
相
談

相
談
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
利
用

の
多
い
も
の
で
す
。

法
律
相
談
の
内
容
を
種
別
に
し
ま

す
と
、
借
地
借
家
・
相
続
・
離
婚
な

ど
。
大
き
く
分
け
て
も
二
十
種
別
ほ

ど
に
な
り
ま
す
。

句
と
・い
ウ
て
も
住
宅
事
情
が
深
刻

な
時
代
な
の
で

、
借
地
。
借
家
問
胆

が
ず
ば
ぬ
け
て
多
い
よ
う
で
す
。

不
況
を
反
映
し
て
か
、金
銭
問
題

も
こ
の
ご
ろ
特
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、親
子
の
断
絶
、父
母
の
扶

養
等
、相
続
問
題
を
含
め
て
、肉
親

同
士
の
問
題
が
多
く
、法
律
の
条
文

だ
け
で
は
か
た
づ
け
ら
れ
な
い
痛
ま

し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
そ
れ
が
経
済
的
に
困
っ

て
い
る
と
か
、
住
宅
難
で
あ
る
と
か

の
原
因
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
き
た
、

近
代
社
会
の
時
代
の
秡
り
変
り
に
よ

る
、年
代
別
の
感
覚
の
相
違
か
ら
く

る
。権
利
意
識
の
差
に
起
因
す
る
も

の
も
、
少
な
か
ら
ず
見
う
け
ら
れ
ま

す
。特

に
、
こ
れ
に
と
ま
ど
う
お
年
寄

。り
の
姿
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

法
律
相
談
は
、
相
談
者
の
一
方
的

な
立
場
か
ら
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
弁

糢
士
が
相
談
に
応
ず
る
た
め
、
要
点

を
確
実
に
伝
達
し
な
い
と
適
切
な
回

答
が
得
ら
れ
ま
せ
ん

。

ご
利
用
す
る
前
に
。
相
談
す
る
問

題
を
盤
理
し
て
、
要
点
を
箇
条
的
に

メ
モ
し
て
お
き
。
関
係
一

類
(
戸
籍

謄
本
・
登
記
証
・
契

約
一

・
図
面

等
)
と
一
括
に
お
持
ち
に
な
れ
ぱ
よ

り
効
果
的
で
す
。

一
般
に
、
相
談
に
見
え
る
方
の
中

に
は
。
自
分
で
相
談
の
ポ
イ
ン
ト
が

つ
か
め
な
い
で
、簡
単
な
問
題
を
。頭

か
ら
ひ
ず
か
し
い
も
の
と
思
い
込
ん

で
い
る
方
や
。ま
た
反
対
に
。非
常
に

む
ず
か
し
い
問
題
を
簡
単
に
考
え
て

い
る
方
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
万
々
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
次
の
一
般
家
事
相
談
を
受
け
、

内
容
を
整
理
し
て
か
ら
、
法
律
相
談

を
受
け
る
と
よ
い
で
し
I
つ
。

一
般
家
事相
談

家
庭
生
活
上
の
悩
み
ご
と
、困
り

ご
と
な
ど
、家
事
全
般
に
わ
た
っ
て

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
の
内
容
を
分
折
し
て
み
ま
す

と
、
ほ
ぼ
法
律
相
談
と
同
じ
よ
う
な

結
果
が
で
て
い
ま
す
。

特
に
、現
在
の
世
相
を
反
映
し
て
、

夫
婦
生
活
の
問
題
や
。
核
家
族
化
に

よ
る
、
お
年
寄
り
の
日
常
生
活
に
お

け
る
、
身
の
上
相
談
な
ど
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

深
刻
な
こ
と
に
な
る
前
に
一
度
ご

相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

よ
い
解
決
策
が
み
い
だ
せ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

税
務
相
談

法
律
相
談
に
連
係
し
て
、
不
動
産

関
係
の
問
題
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

遺
産
相
続
に
よ
る
財
産
取
得
の
場

合
の
相
続
税
、
土
地
・
家
屋
の
取
得

税
、
贈
与
税
の
相
談
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。

意
外
に
相
談
か
少
な
い
の
が
、
商

売
上
の
帳
簿
の
つ
け
方
。
所
得
税
・

事
業
税
等
の
申
告
方
法
な
ど
で
す
。

税
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。

更
生
保
護
相
談

近
頃
、
子
ど
も
が
「
親
と
口
を
き

か
な
く
な
っ
た
」
「
学
校
を
無
断
で

休
む
≒
喫
煙
・
飲
酒
」
な
ど
の
こ
と

が
あ
り
親
だ
け
で
は
問
題
が
解
決
で

き
な
い
と
き
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

青
少
年
の
非
行
も
。
最
近
は
粗
暴

化

。
低
年
齢
化
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
を
健
や
か
に
育
て
る
た
め

に
も
、
そ
の
非
行
化
を
未
然
に
防
止

し

。
ま
た
非
行
に
お
ち
い
っ
た
青
少

年
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
な
ど
に
応

じ
ま
す
。

人
権
が
お
か
さ
れ
て

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

人
権
身の
上相
談

わ
た
く
し
た
ち
は
。
だ
れ
も
が
幸

福
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
し
た

い
宀
巓
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
ど
う
し
て
も
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
の
が
『人
権
』で

す
。人

権
と
は
、
す
べ
て
の
人
が
。
生

ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
能
力

を
。日
々
の
生
活
の
中
で
十
分
に
発

揮
し
て
、
よ
り
幸
福
な
人
生
を
お
く

る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
権

利
で
す
。

皆
さ
ん
が
、
毎
日
の
生
活
を
営
ん

で
い
く
う
え
で
、
こ
れ
は
人
権
問
胆

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、

法
律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
わ
か

ら
な
い
た
め
に
困
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
▽
子
ど
も
や
老
人
が
虐
・

待
さ
れ
て
い
る

▽
変
な
う
わ
さ
を

た
て
ら
れ
て

、
名
誉
や
借
用
を
失
っ

た

▽
み
ん
な
か
ら
不
当
に
仲
間
は

ず
れ
に
さ
れ
た
り
。
不
当
な
差
別
を

受
け
た

▽
ひ
ど
い
騒
音
、
震
動
、

悪
奥
、
ぱ
い
煙
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て

い
る

▽
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
、
私

的
制
裁
を
受
け
た
な
ど
が
人
権
侵
害

の
例
で
す
。

現
実
に
は

。
人
権
尊
麗
の
考
え
方

が
充
分
に
い
き
わ
た
っ
て
い
る
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

身
近
で
。
こ
う
し
た
例
の
よ
う
な

事
が
お
こ
り
、
ま
た
は
聞
い
た
と
き

に
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か

相
談
室
へ
わ
申
出
く
だ
さ
い
。

結

婚

相

談

こ
の
相
談
は
、
明
る
い
堅
実
な
ご

家
庭
を
築
い
て
い
た
だ
く
た
め
に
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

相
談
の
内
容

○
配
偶
者
の
紹
介

○
健
全
な
結
婚
思
想
の
普
及
と
結
婚

行
事
の
改
善

○
そ
の
他
結
婚
に
関
す
る
睹
相
談

申
込
方
法

○
申
込
書
(
備
付
用
紙
使
用
)
二
通

○
戸
籍
謄
本
、
履
歴
一

各
一
通

○
写
真
(
手
札
)

一
枚

○
そ
の
他
(
切
手
五
枚
)

申
込
み
は
、
本
人
が
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。一

類
は
二
年
毎
に
更
新

し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
現
在
。
約

三
十
名
の
女
性
と
約
百
二
十
名
の
男

性
が
申
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

相
手
を
え
ら
ぷ
に
は
、
ご
本
人
か

登
録
者
の
中
か
ら
。
条
件
に
あ
っ
た

方
を
え
ら
び
だ
し
。
相
談
貝
に
相
談

し
ま
す
。

ご
相
談
は
一
切
無
料
。
相
互
の
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
え
ら
ぴ
し
た

ご
希
望
の
方
へ
、当
所
か
ら
通
知
し
、

先
方
で
異
存
が
な
け
れ
ば
、
紹
介
の

は
こ
び
と
な
り
ま
す
。

そ
の他
の
相
談

区
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
次
の
相
談

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

○
交
通
事
故
相
談
・
公
害
相
談
・
消

費
者
相
談
・
健
康
相
談
・
日
照
・
一

波
障
害
相
談
・
相
隣
問
題
相
談
・
中

小
企
業
相
談
・
緑
の
相
談
・
ア
メ
ヒ

ト
防
除
相
談
・
カ
ー
(
エ
等
駆
除
相

談
な
ど
で
す
。
く
わ
し
く
は
ご
家
庭

に
配
布
の

「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
を

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

お悩みの前に一度相談を

区 民 相 談

昨 年 一 年 間 の 相 談 件 数

区役所 一階区 民相談室

も
う

す

ぐ
一
年
生

お

母
さ
ん

こ
ん
な
準
備
を

入
学
を
前
に
し
て
。
新
し
く
小
学

校
一
年
生
に
な
る
お
子
さ
ん
た
ち

は
、
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
、
区
立
小
学
校
に
入
学
す
る

お
子
さ
ん
は
、
約
一
万
一
千
(
百
人

い
ま
す
。入
学
を
前
に
し
て
ご
家
庭

で
も
い
ろ
い
ろ
と
ご
心
配
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ご
参
考
に
い
く
つ
か
の

こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
よ
い
習
慣
を

学
校
は
、き
ち
ん
と
し
た
時
間
剖

で
生
活
が
営
ま
れ
、集
団
の
中
で
学

習
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。入
学

し
た
て
の
こ
ろ
は
、子
ど
も
た
ち
も

非
常
に
緊
弧
し
疲
れ
も
激
し
い
よ
・
つ

で
す
が
、日
が
た
つ
に
つ
れ
て
学
校

生
活
に
慣
れ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
う
し
た
心
身
の
状
態

を
考
え
て
。
過
度
の
緊
張
感
を
与
え

な
い
よ
う
に
、
ご
家
庭
で
も
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
入
学
の
喜
び
を
家
庭

全
体
で
わ
け
合
い
。
ゆ
っ
た
り
し
た

気
持
で
毎
日
登
校
さ
せ
て
ほ
し
い
も

の
で
す

。

細
か
い
注
意
も
必
要
で
す
か
、
む

し
ろ
生
活
の
基
本
塋・
作
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
。
規
則

正
し
く
生
活
す
る
た
め
。
早
寝
早
起

き
の
習
慣
と
か
、
テ
レ
ビ
を
見
す
ぎ

な
い
よ
う
番
組
を
き
め
て
見
る
な
ど

し
て
、
子
ど
も
の
生
活
の
基
本
と
な

る
よ
う
な
こ
と
に
注
目
し
て
習
慣
化

す
る
こ
と
で
す
。

入
学
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
を
見

て
い
る
と
、
ち
り
紙
や
(
ン
カ
チ
の

使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
や
。

服
の
ボ
タ
ン
を
か
け
ら
わ
な
い
子
ど

も
を
見
か
け
ま
す
。
ち
り
紙
・
(
ン

カ
チ
を
ど
う
い
う
時
に
使
う
か
を
教

え
る
と
と
も
に
、
家
庭
で
も
同
じ
よ

う
な
習
慣
を
つ
け
て
い
き

ま
し

‘

う
。
服
の
肴
方
や
ぬ
い
だ
あ
と
の
し

ま
つ
な
ど
も
、
鴆
Z
Jを
と
ら
え
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の
手
で
や
る

こ
と
で
習
慣
化
す
る
と
と
も
に
。
他

律
か
ら
自
律
へ
と
子
ど
も
の
心
は
伸

ぴ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

▽
も
ち
物
に

関
心
を
も
た
せ
る

一
年
生
に
は
い
ろ
い
ろ
な
学
用
品

か
あ
り
、
名
前
を
書
く
だ
け
で
も
大

変
で
す
。
と
こ
ろ
が
学
校
で
落
し
物

が
出
た
と
き
、
落
し
主
を
聞
い
て
も

ま
っ
た
く
気
に
し
な
い
子
ど
も
も
い

ま
す
。自
分
の
も
ち
物
は

、自
分
で
注

意
し
て
大
切
に
使
う
の
だ
と
い
う
こ

と
を
a
つ
て
聞
か
せ
ま
し
I
つ
。

自
分
の
も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と

は
ひ
と
の
も
ち
物
や
公
共
物
を
大
切

に
す
る
心
を
育
て
る
第
一
歩
で
す
。

そ
の
意
味
で
も
、
自
分
の
も
ち
物

に
関
心
を
も
た
せ
、
大
切
に
す
る
心

を
養
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
健
康
づ
く
り
と

安
全
に
配
慮
を

入
学
時
の
一
年
生
は
。
心
身
と
も

に
疲
れ
て
い
ま
す
。
生
活
の
リ
ズ
ム

を
乱
さ
な
い
よ
う
に
、
健
康
管
理
に

産
意
し
、
朝
、
親
子
で
体
操
し
た
り

す
る
の
も
よ
い
方
法
で
し
ょ
う
。

ま
た
。
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
道

路
で
の
遊
び
が
危
険
な
こ
と
は
教
え

て
い
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

毎
年
入
学
畤
は
交
通
事
故
が
ふ
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
に
は

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
現
場
の
先
生
は

親
と
い
う
字
を
分
解
す
る
と
「
木

の
上
に
立
っ
て
見
る
」と
な
り
ま
す
。

本
当
の
意
味
で
の
親
心
と
は
何
か
。

を
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

入
学
を
機
会
に
、
子
ど
も
を
手
ぱ

な
し
、一
人
歩
き
を
さ
せ
る
こ
と
が
。

自
立
心
を
育
て
る
第
一
歩
で
す
。

先
生
と
の
話
し
合
い
を
絶
や
さ
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

な
ん
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
と
の
対
話
が
な
い

家
庭

は
、
子
ど
も
が
の
び
な
い
と
い
い
ま

す
。
親
と
子
の
心
の
交
流
を
は
か
り

明
る
い
話
し
合
い
の
場
を
作
り
、
子

と
も
の
話
に
耳
を
傾
け
る
。

親
の
愛
情
に
ま
さ
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん

。
自
借
を
も
っ
て
揩
4
す
る

こ
と
で
す

。
し
か
し
。
反
面
で
は
親

の
生
き
方
や
考
え
方
が
。
子
ど
も
に

は
っ
き
り
と
反
映
す
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
は
親
の
生
き
写
し
で
あ
る
こ

と
を
、
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

教
育
相
談
室
(
竹
の
塚
ニ
ー
ニ
十

五
一

二
十
一

教
育
セ
ン
タ
ー
内

八
五
〇
-
(
(

〇
一
)
で
は
。
お

子
さ
ん
の
教
育
相
談
に
応
じ
ま
す
。

交 通 災 害 共 済 制 度
あ な た も ご 加 入 を

万
一
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
の

共
済
制
度
で
す
。

区
役
所
。
ま
た
は
出
張
所
に
あ
る

自
動
加
入
機
に
、
一
人
一
口
分
(
三

百
円
)
を
入
れ
、出
て
き
た
カ
ー
ド

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、下
半
券
を

再
ぴ
機
械
に
入
れ
ま
す
と
。
そ
の
翌

日
か
ら

】年
間
有
効
で
す
。

加
入
は
一
人
二
口
ま
で
で
、二
口

の
場
合
は
見
舞
金
は
倍
額
に
な
り
ま

す
。銀
行
、儻
用
金
庫
(
組
合
)
、

農
協
の
窓
口
7
も
加
入
で
き
ま
す
。

事
故
の
程
度
に
よ
り
、最
低
五
千

円
か
ら
、最
高
百
万
円
ま
で
見
舞
金

が
で
ま
す
。

ま
た
、町
会
・
事
業
所
等
の
団
体

加
入
の
取
扱
い
も
し
ま
す
。

区 民

葬 儀

総
額
三
万
六
千
円
か
ら
十
一
万
円

程
度
で
、
ご
利
用
で
き
ま
す
。

埋
・
火
葬
許
可
証
と
印
か
ん
を
持

っ
て
、区
役
所
第
一
戸
籍
係
。ま
た

は
第
二
庁
合
第
二
戸
籍
係
の
窓
口
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

東 部 児 童 交 通 公 園
遊びながら知識が得られます

実
際
の
道
路
と
同
じ
よ
う
に
、
信

号
機
や
横
断
歩
道
な
ど
が
般
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

公
園
の
中
に
は
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
や

三
輪
車
な
ど
の
乗
り
も
の
が
用
意
さ

れ
。
遊
ぴ
な
が
ら
交
通
遭
徳
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
の
が
、こ
の
施
設
で
す
。

交
通
マ
ナ
ー
や
交
通
知
識
を
覚
え
る

た
め
に
も
、ぜ
ひ
一
度
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

所
在
地
　
東
綾
瀬
一
丁
目
五
上

七

(稜
瀬
駅
下
車
五
分
)

こ
の
公
園
の
開
園
時
間
は
、午
前

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、入
間
は

無
料
で
す
。

休
園
日
は
、毎
週
月
曜
日
(
第
三

日
曜
日
の
翌
日
は
除
く
)
と
祝
日
、

第
三
日
曜
日
、年
末
年
始
で
す
。



区 の お 知 ら せ第415号( 3)

51. 4～52. 3 明
る
く
豊

か

な

町
づ
く

り

こ
の
一
年
に
で
き
た
主
な
施
設

あなたの町に
学 校 や 保 育 園

いま足立区には62万の人 が生活してい ます。 これは20年前 の約2

倍の数です。そして、行政 需要もさまざまな面で増加しています。
皆さんのための施設建設も重要な仕事の一つで す。乏しい財政の

なかで、この一年間これだけの施設ができました。 まだ十 分とはい

えませんが、これからもご要望 にそうよう努力し てい きます。 どう

か、皆さんの施設を有効に、たいせつにご利用ください。

よく学びよく遊べ さいきん小学校入学前の幼児の養育が、成

長する過程のなかで、たいへん大切なことで
あるといわれています。区でもこれに応える

ため保育園3 園と幼稚園1 園を開園させまし
た。保育園はこれで51園となり、23区でも一
番多い数となりました。

うるおいのある生活を

めまぐるしい都会生活の
なかで、公園は憩いの場と

してかかせないものです。
公園は5 園新設され123 園
になりました。また手づく
りの野菜などがた のし め

る、区民農園も好評です。

すこやかに育てよう
次代をになう子 供たちの

施 設もたいせつで す。

小 学校3 枝、中学 校1 校が

建 設され合計で101 校にな

り 、23区で一番多 い数です。

また、児 童館も1 館新 設さ

れ5 館になり まし た。夏 季

区内で キャンプが体験で き

る場所 も人 気があり ます。

若者の輪をひろげよう

まだ成長を続ける足立区は、躍動する青年
の区といえます。限りない可能性を秘める青

年のグループ活動の中心が青年館です。いま
たくさんの方が利用されています。

みんな仲よく………いりや第一保育園

楽しいキャンプ………元淵江公園
友だちと遊ぼう………いりや児童館・老

人館
元気に登校………竹の塚北小学校

庖丁はこのように………料理講習会
早く食べたいね………区民農園

青空の下でブランコ遊び………一ツ家第
一公園

こ
こ
に
掲
載
し
て
あ
る
写
其

を
、
ご
希
望
の
方
に
手
札
サ
イ

ズ
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
郵
送
は
い
た
し
か
ね

ま
す
の
で

、
取
り
に
来
て
い
た

だ
き
ま
す
。

連
絡
先
-
区
役
所
広
報
課

チャリティーバザーへどうぞ
日 用 品 雑 貨 な ど を 割 安 で

恵
ま
れ
な
い
方
へ
の
手
助
け
を
目

的
と
し
た
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
」

が
開
か
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
。
三
三
〇
A
地
区
。
第

一
〇
リ
ジ
'
ン
第
一
ゾ
ー
ン
に
所
属

す
る
六
つ
の
ク
ラ
ブ
(
足
立
中
央
・

西
新
井
・
亀
有
・
城
北
・
足
立
・
江

北
)
が
主
催
す
る
も
の
で
。
各
メ
ン

バ
ー
と
夫
人
が
、
心
の
こ
も
っ
た
品

物
を
持
も
よ
り
、
そ
の
売
上
金
を
恵

ま
れ
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
役
立
て

る
催
し
で
す
。
ぜ
ひ

。
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
二
十
六
日
(
土
)
午
後

一・
時
か
ら
五
時
ま
で
(
た
だ
し
。

売
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す
)

場
所
　
東
武
線
竹
の
塚
駅
東
口
、
松

坂
屋
ス
ト
ア
前

品
目
　
日
用
品
雑
貨
な
ど
。
当
日
ど

ん
な
物
が
出
品
さ
れ
る
か
、
お
た

の
し
み
に
。

価
格
　

全
品

、
市
価
よ
り
五
割
以
上

安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
　
雨
天
で
も
行
な
い
ま
す
。

品
物
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
売

切
れ
の
節
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
荻
島
喜
四
郎
(
第
一

ソ
ー
ン
チ
ヤ
ー
マ
ン
)
曾
六
三
一

1
四
三
八
九

献血にご協力を

献血車が巡回しています

血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
お
勤

め
や
お
貿
物
の
つ
い
で
に
、
ぜ
ひ
、

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

<
献
血
日
程
>

三
月
二
十
二
日
(
火
)
=
・
竹
の
塚
駅
　

東
口

三
月
二
十
三
日
(
水
)
西
新
井
駅
西
口

三
月
三
十
日
(
水
)・
=北
千
住
駅
西
口

四
月
一
日
(

金
)
・
=舎
人
小
学
校

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

近
代
の
部
落
差
別
④

「
職
業
、
身
分
と
も
平
民
同
様
」

と
い
う
「
お
ふ
れ
」
は
で
ま
し
た

が
、
都
落
民
に
対
す
る
解
放
の
た

め
の
施
策
、
す
な
わ
ち
市
民
的
権

利
を
保
陣
す
る
行
政
措
置
は
、
ま

っ
た
く
と
ら
れ
な
い
の
に
く
ら

べ
、
旧
武
士
身
分
に
対
し
て
は
、

当
時
の
金
で
二
億
一
千
万
円
の
秧

檬
公
債
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
の

利
息
だ
け
で
も
、
毎
年
一
千
百
六

十
一
万
円
も
支
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
開
こ
ん
一
授
産
な
ど
の

至
れ
り
つ
く
せ
り
の
保
護
を
加
"

て
い
ま
す
。

ま
た
。。
身
分
制
度
は
完
全
に
か

く
な
っ
た
加
と
い
う
と
、
そ
う
で

は
な
く
。
華
族
(
公
・
俟
・
伯
・

子
・
男
爵
)
士
族
が
。
平
民
の
卜

に
お
か
れ
た
の
で
す
。

○
同
和
行
政
に
つ
い
て
は
。
区
一

所
同
和
対
策
担
当
へ

I
。
I
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区
立
学
校
数
が
百
四
に

三
小
中
学
校
が
四
月
に
開
校

区
で
は
、
増
え
続
け
る
人
口
に
対

処
す
る
た
め
、
各
租
の
施
設
の
建
般

と
あ
わ
せ
て
、
学
校
建
股
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
年
も
四
月
一
日
に
、
小

学
校
二
校
、
中
学
校
一
校
が
開
校
し

ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
区
立
学
校
数
は

小
学
校
が
七
十
四
校
、
中
学
校
が
三

十
校
の
合
わ
せ
て
百
四
校
と
な
り
ま

す
。

規
模
・
通
学
区
域

四
月
に
開
校
さ
れ
る
学
校
は
次
の

と
お
り
で
す
。
(
学
校
名
・
所
在
地

・
児
童
生
徒
歎
・
学
級
数
の
順
)

◎
栗
原
北
小
学
校
…
粟
原
四
丁
目
二

五
-
九
　
六
七
五
人
　
十
(
学
級

通
学
区
域
・
・
・
栗
原
四
丁
目
全
域
、

伊
興
町
見
通
全
域
、伊
具
町
大
境

全
域
、伊
興
町
諏
防
木
全
域
、西

新
井
二
丁
目
一
?
二
番
・
九
?
一

七
番
・
二
五
?
三
一
番

◎
平
野
小
学
校…
平
野
三
丁
目
六
-

三
　
六
九
九
人

十
九
学
級

通
学
区
域
…
平
野
了
三
丁
目
全

域
◎
上
沼
田
中
学
校
・
'
・
江
北
五
丁
目
一

四
-
一
　
七
一
三
人
　
十
(
学
級

通
学
区
域
…
堀
之
内
了
二
丁
目

全
域
、江
北
三
丁
目
全
域
、椿
一

丁
目
全
域
、江
北
四
丁
目
一
四
?

二
四
番
、江
北
五
丁
目
三
番
(
九

号
以
上
)
・
七
?
一
(
番

ふ
だ
ん
か
ら

健
康
に

心
が
け
ま
し
ょ
う

去
る
三
月
十
一
日
、
区
産
業
振
興

館
公
会
堂
で
。
足
立
区
健

康
優

良

児
・
歯
牙
優
良
児
童
生
徒
の
表
彰
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

健
康
優
良
児
は
、
身
体
状
況
・
知

能
・
学
力
に
す
ぐ
れ
。社
会
性
に
富

ん
だ
児
童
が
週
ぱ
れ
ま
す
。

ま
た
。歯
牙
優
良
鳬
童
生
徒
は
、

虫
歯
の
な
い
健
康
な
歯
の
持
主
が
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
健
康
優
良
児
が
百
十
九

名
(
小
学
六
年
生
対
象
)
、
歯
牙
優

良
児
童
生
徒
か
小
学
生
三
百
七
十
六

名
(
六
年
生
対
象
)
、
中
学
生
二
百

六
十
七
名
(
三
年
生
対
象
)
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

明
る
く
楽
し
い
毎
日
を
す
ご
す
た

め
に
は
。
健
康
と
安
全
が
第
一
で
す

が
。
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
は
意
外

に
無
関
心
に
な
り
が
ち
で
す
。

病
気
に
な
ら
な
い
丈
夫
な
か
ら

だ
。
健
康
な
歯
の
持
主
に
な
る
た
め

に
、
日
頃
か
ら
自
分
自
身
の
健
康
に

関
心
を
持
ち
健
康
増
進
を
は
か
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
I
つ
。

～みどり豊かな町へ～

家を建てるときは
植樹もいっしょに

健
康
で
快
適
な
生
活
を
す
る
う
え

で
、緑
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。区

で
は
、緑
を
守
り
育
て
ふ
や
し
　

「豊
か
で
躙
和
の
と
れ
た
住
み
よ
い

町
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て
、昨
年
七

月
に
「足
立
区
緑
の
保
護
育
成
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
り
、本
年

四
月
一
日
か
ら
左
記
に
該
当
す
る
住

居
や
エ
塙
、事
業
所
等
を
区
内
に
新

築
す
る
際
に
は
、基
準
に
従
っ
て
そ

の
敷
地
内
に
植
樹
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
と
し
て
は
、建
築
確
認
申

請
一

を
出
す
前
に
「
緑
化
計
画
書
」

を
区
役
所
環
境
課
へ
提
出
し
て
承
認

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
。
既
存
の
建
物
に
つ
い
て
も

敷
地
内
の
緑
化
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

新
築
植
樹
の
対
象
　
二
百
平
方
㍍
以

上
の
敷
地
に
建
物
を
新
築
す
る
方

※
た
だ
し
、
商
業
地
域
お
よ
び
近
隣

商
業
地
域
は
除
き
ま
す
。
な
お
。
緑

化
面
積
の
算
出
方
法
お
よ
ぴ
緑
化
基

準
表
は
。
左
衰
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
緑
化
係

緑化面積の算出方法
緑化面積= 令地肉碵× 似化率一搾除面陌

東聾地面積= 敷地面積× ( 1- 建ぺい忤い

緑化基準表

1. 倒木植栽の標準は、緑化面積4j ・l りJ '

ノーリレf i たl j 鳥木または中木1本、

およぴ低木1本の航揃割合で緑叱を

はかる。

2. 周囲は、可能な限りいけMにして緑

化をはかる。

土地所有者にお願い

雑 草 の 刈 取 を
雑
草
が
繁
茂

し
て
い
る
空
地

は
、ゴ
ミ
捨
て

場
に
な
り
や
す

く
、付
近
の
生

活
環
境
を
そ
こ

な
っ
た
り
、犯

罪
の
温
床
に
も

な
り
か
ね
ま
せ

ん
。特

に
春
先
の

枯
草
は
、タ
バ

コ
の
投
げ
捨
て

な
ど
で
火
か
つ

き
や
す
く
火
災

の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。

つ
い
最
近

枯
草
に
よ
る
火
災
で
民
家
に
延
焼
の

危
険
さ
え
あ
り
ま
し
た
。

区
で
は
。
草
刈
条
例
(
通
称
)
で

土
地
所
有
者
(
管
理
者
)
が
責
任
や・

も
っ
て
処
理
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け

て
い
ま
す
。

ま
だ
雑
草
を
刈
取
っ
て
い
な
い
方

は
。
至
急
刈
取
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
環
境
課
保

全
係

看
板
を
出
す
と
き
は

許
可
を
受
け
て

く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
環

境
課
保
全
係
へ
ど
う
ぞ
。

官
公
署

だ
よ
り

老
人
授
産
場
の

ご
利
用
を

六
十
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
。
簡

単
な
仕
事
を
し
な
が
ら

収
入

を

得
。
健
康
を
保
ち
生
き
が
い
を
得

て
い
た
だ
く
た
め
の
施
設
と
し
て

老
人
授
産
場
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
授
産
場
　
　

(
千
住
元
町
三
四
り
I

営
(
　
(

一
一
五
五
四
(
)

西
加
平

授
産
場
(
青
井
四
丁
目
二
七
一

一
一

啻
(
八
九
‘
○
六
(
一
)

内
職
を
委
託
す
る

事
業
所
の
方
へ

内
職
を
希
望
す
る
主
婦
の
方
が

増
加
し
て
い
ま
す
。現
在
。
内
職

を
出
し
て
い
る
事
業
所
、
こ
れ
か

ら
内
職
者
を
求
め
よ
う
と
し
て
い

る
事
業
所
は
、
人
数
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
。
お
気
軽
に
足
立
内
職

公
共
職
業
補
導
所
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
内
職
公
共

職
業
補
4
所

営
(
(
(
-
七

三
四
六

し
尿
浄
化
槽
を

ご
使
用
の
皆
さ
ん
へ

都
で
は
、届
出
済
の
し
尿
浄
化

槽
に
対
し
て
、
年
一
回
に
限
り
清

掃
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。昭

和
五
十
二
年
度
の
「
し
尿
浄

化
槽
清
掃
経
費
軽
減
証
」
は
四
月

初
旬
に
送
付
し
ま
す
が
。
再
発
行

は
し
ま
せ
ん
の
で
。紛
失
し
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
。次
に
骸
当
す
る
方
は
、

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
し
尿
浄
化
槽
を
す
で
に
廃
止
さ

れ
て
い
る
方
は
。軽
減
証
に
同

封
さ
れ
て
い
る
廃
止
届
用
の
(
　

ガ
キ
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

○
し
尿
浄
化
槽
の
型
式
や
大
き
さ

が
違
っ
て
い
る
た
め
に
軽
減
証

が
使
用
で
き
な
い
方
や
鵐
売
住

宅
等
を
購
入
し
て
、
名
儀
変
更

の
届
出
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め

に
軽
減
証
が
送
ら
れ
て
こ
な
い

方
問
い
合
わ
せ
先
　
都
清
掃
局
浄
化
　

施
設
課

曾
二
三
-

五
匸

一

内
線
四
(
六
三

職
業
訓
練
生
募
集

科
目
　

二
級
建
築
士
訓
練
(
殤
築

材
料
・
設
備
・
法
規
)

実
施
期
間
　
四
月
十
(
日
上
(
月

二
十
四
日
(
週
三
回
。延
三
十

二
日
間
)
午
後
六
時
?
八
時
三

十
分

募
集
人
員
　
先
着
三
十
名

受
講
料
　
五
千
円

申
込
受
付
期
間
　
四
月
四
日
(
月
)

上
(
日
(
水
)
午
前
九
時
～
午

後
七
時

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
都
立
赤

羽
高
等
職
業
訓
練
校
(
北
区
西

か
丘
三
-
七
-
(
　

曾
九
〇
九

-
八
三
三
四

仮
庁
舎
へ
移
転

―
警
視
庁
本
部
―

警
視
庁
本
部
(
千
代
田
区
霞
が

関
ニ
ー
ー
ー
ー
)
は
、
庁
舎
改
築

の
た
め
二
月
下
旬
か
ら
次
の
仮
庁

舎
に
移
転
し
ま
し
た
。

◎
警
視
庁
本
庁
舎
・
=
港
区
西
新
橋
　

一
一
一
T

九
(
旧
三
井
物
産
館
)

◎
永
田
町
庁
舎
・
・
・
千
代
田
区
永
田
　

町
一
一

一
一
I
一
こ
九
(
旧
東
京

消
防
庁
庁
舎
)

◎
新
橋
庁
舎
・
・
・
港
区
新
橋
六
上
　

(
-

七

◎
警
察
総
合
庁
舎
=
・
千
代
田
区
霞
　

が
関
一
〒

一
-
一

氷
な
お
、
電
話
は
各
仮
庁
舎
と
も

共
通
の
警
視
庁
大
代
表
五
(
一
一

四
三
三

へ

春
の
湯
河
原
へ
ご
家
族
で

～
区
民
保
養
所
「
あ
だ
ち
荘
」～

讌
河
原
に
あ
る
区
民

保

養
所

「
あ
だ
ち
荘
」(
写
真
)
を
ご
存

知
で
す
か

。

長
い
冬
が
終
わ
り
暖
か
な
南
風

が
吹
き
始
め
る
季
節
は
、
旅
行
に

最
適
で
す
。
東
京
か
ら
わ
ず
か
二

時
間
余
り
で
行
け
る
景
勝
地
讌
河

原
へ

、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
あ
る
い
は

お
友
達
と
ご
I
緒
に
出
か
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
き
つ
。

な
お
、
「
あ
だ
ち
荘

」
の
ご
利

用
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

料
金
(
一
泊
二
食
付
)
…
大
人
二

千
五
百
円

小
人
(
四
歳
以
上

小
学
生
ま
で
)
千
三
百
円
。
た

だ
し
。
利
用
日
数
は
二
泊
ま
で

で
す
。

申
込
資
格
　
区
内
在
住
在
勤
の
方

申
込
受
付
方
法
　
毎
月
一
日
か
ら

翌
月
一
か
月
分
の
受
付
を
開
始

し
。
利
用
し
よ
う
と
す
る
日
の

五
日
前
ま
で
区
役
所
一
階
区
民

都
管
理
係
で
受
付
し
て

い

ま

す
。
た
だ
し
。
日
曜
祝
日
は
除

き
。
土
曜
日
は
正
午
ま
で
で
す
。

※
五
月
利
用
分
は
、
四
月
一
日
　

(
金
)
か
ら
受
付
ま
す
。
な
お
。

初
日
の
会
場
は
、
ほ
産
業
振
興
館

(区
役
所
隣
り
)
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所

区
民
部
管
理
係

募
集
・
催
し
物
あ
ん
な
い

職
員
募
集

職
種
　
看
護
婦

募
集
人
員
　
若
千
名

勤
務
先
　
区
立
保
育
園

資
格
　
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
現

在
膺
三
十
五
歳
未
滴
の
方
で
、
正

肴
護
婦
の
賢
格
を
有
す
る
方

申
込
期
限
　
三
月
二
十
六
日
(
土
)

申
込
・
間
い
合
わ
せ
先
　
履
歴
書
を

一
通
作
製
し
、
区
役
所
人
事
第
一

係
へ保

育
園
で
働
く

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

―
登
録
制―

職
種
　
時
間
外
保
育
用
パ
ー
ト

資
格
　
保
母
有
賢
格
者
{
}
部
有
賚
　

格
者
)
か
保
育
経
験
者
、ま
た
は
　

子
ど
も
を
育
て
た
経
験
の
あ
る
方

で
保
育
に
熱
憲
の
あ
る
四
十
歳
未

満
の
健
康
な
女
性

勤
務
時
間
　
午
前
七
時
三
十
分
?
午
　

前
九
時
三
十
分
、午
後
四
時
?
午
　

後
六
時

賃
金
　
一
時
間
五
百
五
十
円

登
録
制
　
申
込
み
が
あ
り
ま
す
と
名
　

簿
に
登
録
し
、住
所
の
近
く
の
保
　

育
閭
で
ア
ル
バ
イ
ト
の
必
要
か
生

じ
た
時
に
勵
い
て
い
た
だ
き
ま
す

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

履
歴
書
を

添
え
て
区
役
所
保
育
第
一
係
へ

豚
肉
の

安
売
り
デ
ー

期
日
　
三
月
二
十
六
日
(
土
)

※
黄
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
肉
屋
さ

ん
で
ど
う
ぞ
。

出
場
者
を
募
集

―
区
民
芸
能
大
会
―

日
時
　
五
月
二
十
一
日
(
土
)
午
前

十
時
～
午
後
四
時

場
所
　
区
文
化
会
館

出
場
資
格
　
足
立
区
民
で
あ
る
こ
と

募
集
部
門
　
踊
り
の
鮖
・
歌
の
部
あ

わ
せ
て
七
十
組
(
多
数
の
場
合
は

抽
せ
ん
)

申
込
締
切
　
三
月
三
十
一
日
(
木
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
経

済
課
内
足
立
区
観
光
協
会
へ

、
郵

便
切
手
五
十
円
を
添
え
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
。
区
役
所
経
済
課
お

よ
ぴ
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

消
費
者
教
室

日
時
　
三
月
二
十
九
日
(
火
)
午
後

一
時
三
十
分

場
所
　
区
消
費
者
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料

テ
ー
マ
　
海
外
と
日
本
の
消
費
者
運

勳
に
つ
い
て

講
師
　
主
婦
連
合
会
剛
会
長

高
田

ユ
リ
氏

問
い
合
わ
せ
先
　
区
消
費
者
セ
ン
タ

ー

営
(
七
〇
-
一
三
九
一

育
児
・
栄
養
相
談

お
子
さ
ん
の
発
育
亭
育
児
の
心
配

事
、
あ
る
い
は
離
乳
食
や
栄
養
に
つ

い
て
の
相
談
を
行
な
い
ま
す
。乳
幼

児
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
方
は
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
二
十
四
日
(
木
)
午
後

一
時
三
十
分
!
一
時
三
十
分

参
加
費
　
無
料

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
保
健
　

所

管
(
四
〇一
五
一
四
一

緑
の
羽
根
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

―
車
イ
ス
利
用
者
の
方
ヘ
―

バ
レ
エ
公
演
に
ご
招
待

日
時
　
三
月
三
十
日
(
水
)
午
後
六

時
三
十
分

場
所
　
東
京
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容
　
バ
レ
エ
公
演
「
遊
戯
」
「
訣

別
の
嘆
愚
」

定
員
　
十
名

申
込
期
限
　
三
月
二
十
二
日
(
火
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
電
話
で
、

日
本
チ
ャ
リ
テ
ィ
協
会
(
新
宿
区

四
谷
一
-
二
二

山
手
会
館
内
　

営
三
四
一
I
○
(
〇
三
)
へ

訂
正

二
月
二
十
(
日
発
行
の

「
区
の
お
知
ら
せ
」
消
費

者
特
集
号
の
記
事
「
都
独
自
の
品
質

表
示
」
の
表
の
中
に
誤
ま
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
訂
正
し
ま
す
。

(
誤
)
内
地
米
・・・
と
う
精
年
販
日
　

(
正
)
内
地
米
・・・
と
う
精
年
月
日
　

(
誤
)
豆
觜
・
そ
の
他
=
廡
材
料
配
　

合
割
合

(
正
)
豆
脣
・
そ
の
他
・・・
使
用
上
の

注
意

な
お
、品
質
表
示
に
つ
い
て
は
。

決
定
は
し
ま
し
た
が
現
在
は
ま
だ
実

施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

。

愛犬家の皆さんへ
一他人に迷惑をかけない飼い方をー

最
近
、
無
責
任
な
犬
の
飼
い
方
を
し

て
い
る
大
が
増
え
て
い
ま
す
。
あ
な
た

は
、
近
所
の
方
に
ご
迷
惑
を
か
け
て
は

い
ま
せ
ん
か
。

夜
間
や
早
朝
に
放
し
飼
い
を
し
た
り

散
歩
中
に
道
路
や
人
の
家
の
玄
関
先
で

ふ
ん
を
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
モ
ラ
ル
の

低
い
飼
い
方
を
し
て
い
る
大
を
見
か
け

ま
す
。こ
れ
で
は
。ほ
ん
と
う
の
愛
犬

家
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

犬
に
運
動
を
さ
せ
る
と
き
は
、
必
ず

く
さ
り
を
つ
け
る
よ
う
に
し
。
犬
の
ふ

ん
は
新
聞
紙
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入

れ
飼
い
主
が
自
分
で
始
末
を
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、つ
な
が
れ
た
犬
に
咬
ま
れ
る

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。つ
な
ぐ
掲
所

に
は
注
意
を
し
、
他
人
に
危
客
を
加
え

な
い
よ
う
な
飼
い
方
を
心
が
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
に
関
し
て
ご
相
談
の
あ
る
方
は
、

お
近
く
の
保
健
所
へ
ど
う
ぞ
。

たばこは区内で

買いましょう

一
金
十
一
億
九
千
万
円
也

こ
の
数
字
を
な
ん
だ
と
お
考
え
で
す

か
。実

は
こ
の
数
字
、
昭
和
五
十
年
度
に

「
特
別
区
た
ば
こ
消
費
税
」
と
し
て
区

に
入
っ
た
お
金
で
す
。
区
内
で
売
れ
た

た
ぱ
こ
の
総
売
上
本
数
に
よ
っ
て
。
専

売
公
社
か
ら
区
へ
納
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。皆

さ
ん
が
。
た
ば
こ
を
区
内
で
買
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
区
の
収
入

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
ば
こ
は
健
康
上
吸
い
す
ぎ
る
と
害

か
あ
り
ま
す
か
ら
、
強
い
て
お
す
す
め

で
き
ま
せ
ん
が
、
も
し
お
買
い
に
な
る

と
き
は

。
ぜ
ひ
区
内
で
賈
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

防犯灯の

寄付・補助申請を

防
犯
灯
の
寄
付
申
謂
お
よ
ぴ
防
犯
灯

・
商
店
街
終
夜
残
一
灯
の
補
助
金
算
定

基
礎
数
値
の
届
出
を
受
付
け
し
て
い
ま

す
。昭

和
五
十
一
年
度
中
に
増
設
・
廃
灯

に
よ
る
灯
数
の
増
減
が
あ
っ
た
町
会
、

自
治
会
、商
店
会
お
よ
ぴ
都
住
、公
団

等
で
未
申
請
の
団
体
は
、受
付
期
間
中

に
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
　
四
月
十
五
日
(
金
)

提
出
書
類
　
申
蹐
I
、設
一
図
面
、電
　

気
料
金
領
収一

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
第
二
　

庁
舎
街
路
照
明
係


